　　　　　農業者・集団・団体・教育機関名：○○○○○○　

様式２－１
環境保全型農業推進コンクール推薦調書
(農業者・農業者集団・農業団体・教育関係団体用)
（環境保全型農業・有機農業分野共通）
	正式名称
（表彰時に使用します。）
	
	位　置　図
	

	代表者氏名
	
	
	

	応募分野

★いずれかに「○」を付して下さい。
	
	環境保全型農業
	
	

	
	
	有機農業
	
	

	所在地
	

	戸数

（構成員数）
	
	主要作物
	
	対象面積
	ha

	取組要旨：

【記載事項と内容】

１　当該事例の類型（作物生産、畜産生産など）と特徴及び開始年次

２　取組技術・経営内容（具体的に実践・工夫している農業技術・経営・取組姿勢など）
３　資源循環・地域資源の活用・温室効果ガス・自然エネルギーの活用・生物多様性や多面的機
能の保全への取組

４　農業技術・経営の創造性・地域へ影響力・普及力（実践・工夫している農業技術・経営の創
造性と地域的な影響力など）
５　取組の成果と今後展望

★注意★

１．当該ページは、Ａ４版１枚以内、フォントをMSｺﾞｼｯｸ体10.5ﾎﾟｲﾝﾄで作成してください。

２．ヘッダーに、応募する農業者又は団体名を、フッダーにはページ番号を記入してください。

３．【記載事項・内容】の記載は、全て記入にあたっての留意・注意事項です。

応募書類提出時は、全て削除し提出してください。


	作成機関名：


	担当者職名・氏名：



	Ⅰ　地区及び当該事例の概要
【環境保全型農業・有機農業分野共通】
１．関係市町村の社会的・経済的条件
（★産業別人口等を含め５行程度で簡潔に記入して下さい。）
２．関係市町村の農業概要[市町村名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
（★農家戸数、主要作物の作付面積等を含め５行程度で簡潔に記入して下さい。）
３．当該農家・農業者集団の栽培作物の概要
戸数
作物名
作付面積
うち環境保全対象面積
取組開始年次
ha
ha
４．エコファーマー、有機認定、生産工程などの認定、認証等の状況

（★エコファーマー、特別栽培、環境保全型農産物の認定（認証）、有機JAS認定、GAP、ISOなど国、都道府県又は民間の認定／認証制度等の取得年度、認定等の期間、認定等の対象となる農産物等を箇条書きで記入。）
Ⅱ　取組内容

１．取組の背景・経過等
（★１０行程度で簡潔記入して下さい。）
２．具体的な取組内容

注意事項(作成時には削除して下さい)

★１（該当する分野の項目について、アピール点を出来る限り数値（件数、回数、重量、割合、面積、人数、金額等）を用いて明確に記述すること。）

★２（Ⅱの取組内容は、全体でＭＳゴシック体10.5ﾎﾟｲﾝﾄとしてＡ４版１０枚以内とする。）

★３（写真・図表を挿入する場合は、各記入枠内で写真、図表を合わせて２点以内とする。）

【環境保全型農業分野】

１）技術・経営・取組姿勢

（１）環境に配慮した農業技術の実践と工夫の要旨（★具体的内容は各項目の中に記載する。）
[作物生産の場合]

ア．土づくりの実践・工夫

イ．資源循環・地域資源の活用・温室効果ガスの発出抑制・自然エネルギーの活用・生物
多様性の保全
ウ．化学肥料・化学合成農薬の節減

エ．合理的な輪作体系の導入

オ．その他、地域の多面的機能や景観保全等の環境保全対策　等
[家畜生産の場合]

ア．環境に配慮した自給飼料の生産

イ．耕畜連携・食品残さ等の飼料化等による飼料自給率向上の実践・支援

ウ．資源循環・地域資源の活用・温室効果ガスの発出抑制・自然エネルギーの活用・生物
多様性の保全
エ．耕作放棄地・遊休地等への放牧

オ．その他、地域の多面的機能や景観保全、環境技術の導入(施設の環境配慮を除く｡)等
[共通事項]

ア．実践している農業技術・経営の創造性、地域への影響力・普及力
イ．消費者交流・食農教育・環境教育による消費者等の理解増進活動
ウ．地域の農業資源保全と農村活性化への取組

エ．実需者との連携、地場農産物の利用拡大、安全・安心への取組　等
（２）資源循環（家畜排せつ物、稲わら等）、地域資源の活用に対する取組の実践と工夫
ア．資源循環（家畜排せつ物、稲わら、食品残さ等）

イ．地域資源の活用
ウ．廃ビニール・廃プラスチック等の適正処理・再生利用　等
（３）温室効果ガスの排出抑制、自然エネルギーの活用、生物多様性の保全等への取組の実践と工夫
ア．二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素の排出を抑制する施肥・土壌管理・農法等

イ．自然エネルギーを活用した農業経営、生物多様性保全の取組等

ウ．不耕起栽培、冬期たん水、ＩＰＭ　等
（４）耕畜連携・飼料自給率の向上等への取組の実践と工夫
ア．畜産の農家との稲わら等の提供と耕種農家へのたい肥の提供等の実践と協定
イ．農産物の副産物等の飼料化による飼料自給率の向上対策
ウ．廃ビニール・廃プラスチック等の適正処理・再生利用　等
（５）持続的な環境保全型農業の実践と経営確立
ア．環境保全型農業の実践面積・生産量と経常利益・販売高増減の整合

イ．耕作放棄地の解消、多面的機能や景観の保全等の地域農業資源の保全
ウ．生産された農産物のマーケティング（実需意向の把握と意向反映した生産方針）　等
（★(注)新規就農者の場合は経営ビジョンとその対応状況を記入）
（６）新たな知見(先進的な環境保全型農法等)と情報の収集（農業者等の交流、研究活動等）
 ア．先進的な技術等の導入に向けた研鑽等状況
イ．交流、研究活動等を行う団体への参加、その団体の活動への貢献の状況

  ウ．自ら（組織内で）行っている調査、研究活動の状況

  エ．収集した主な知見や情報の概要、それを組織で共有するために行った取組　等 

【有機農業分野】

１）農業経営・技術と取組姿勢
（１）化学肥料・農薬に頼らない有機農業技術の実践と工夫の要旨
（★具体的内容は各項目の中に記載する。）
[作物生産の場合]

ア．土づくりの実践・工夫

イ．有機質肥料等の効果的な活用

ウ．耕種的、物理的、生物的防除の実践・工夫

エ．在来品種等の有機農業に適した種苗の生産、活用

オ．資源循環・地域資源の活用・温室効果ガスの発出抑制・自然エネルギーの活用・生物
多様性の保全

カ．その他、地域の多面的機能や景観保全等の環境保全対策　等
[家畜生産の場合]

ア．有機農業による自給飼料の生産

イ．食品残さ等の飼料化による飼料自給率向上の実践・支援

ウ．資源循環・地域資源の活用・温室効果ガスの発出抑制・自然エネルギーの活用・生物多様性の保全
エ．耕作放棄地・遊休地等への放牧

オ．その他、地域の多面的機能や景観保全、環境技術の導入(施設の環境配慮を除く｡)等
[共通事項として]

ア．実践している農業技術・経営の創造性、地域への影響力・普及力

イ．消費者交流・食農教育・環境教育による消費者等の理解増進活動

ウ．地域の農業資源保全と農村活性化への取組

エ．実需者との連携、地場農産物の利用拡大、安全・安心への取組　等



	（２）資源循環（家畜排せつ物、稲わら、食品残さ等）及び地域資源の活用の実践
ア．資源循環（家畜排せつ物、稲わら、食品残さ等）の実践
イ．地域資源の活用
ウ．廃ビニール・廃プラスチック等の適正処理・再生利用　等
（３）温室効果ガスの排出の抑制、自然エネルギーの活用、生物多様性の保全等への取組の実践と工夫
ア．二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素の排出を抑制する施肥・土壌管理・農法等

イ．自然エネルギーを活用した農業経営、生物多様性保全の取組等

ウ．不耕起栽培、冬期たん水、ＩＰＭ　等
（４）飼料自給率の向上の実践
ア．農産物の副産物等の飼料化による飼料自給率の向上対策
イ．食品残さ等の飼料への活用　等
（５）持続的な有機農業の実践と経営確立
ア．有機農業の実践面積・生産量と経常利益・販売高増減の整合

イ．耕作放棄地の解消、多面的機能や景観の保全等の地域農業資源の保全

ウ．生産された農産物のマーケティング（実需意向の把握と意向反映した生産方針）等
（★(注)新規就農者の場合は経営ビジョンとその対応状況を記入）
（６）新たな知見(先進的な環境保全型農法等)と情報の収集（農業者等の交流、研究活動等）
ア．交流、研究活動等を行う団体への参加、その団体の活動への貢献の状況
  イ．自ら（組織内で）行っている調査、研究活動の状況
  ウ．収集した主な知見や情報の概要、それを組織で共有するために行った取組　等


	２）周辺等への影響力・普及力
【環境保全型農業・有機農業分野共通】

（１）創造性・地域的な影響力
ア．環境に配慮した農業、又は、地域の立地条件等に対応した有機農業経営・技術の創造

イ．地域農業・環境への貢献度　等
（★(注)教育関係団体の場合は、新規就農者の確保等の地域活動や情報発信を記入）
（２）消費者交流、食農教育・環境教育等による消費者等の理解と増進活動の実践
ア．消費者・実需者等との交流会・研修会の開催

イ．地域の食育・環境教育への参画・支援

ウ．体験学習の実施、学校給食等での農産物の利用促進　等
（★(注)教育関係団体の場合は、学習を通じたこれらの取組を記入）
（３）地域の農業資源の保全と活性化への取組の実践
ア．耕作放棄地・遊休農地等の利活用（緑肥作物等の作付け・放牧等）

イ．水・緑資源、多面的機能や景観等の保全　等
（★(注)教育関係団体の場合は、学習を通じたこれらの取組を記入）

（４）実需者等との連携（地場農産物の利用拡大、安全・安心）への取組の実践
生産者・農業関係団体と実需者等との連携を通じた地場農産物の利用拡大、GAP等による安全・安心への取組の実践（有機農業分野では、GAPによる取組についての記載は不要）

（★(注)教育関係団体の場合は、学習を通じたこれらの取組を記入）

３）その他、環境保全型農業又は有機農業の推進への取組
４）取組の成果と展望
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